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日本ビジネス実務学会第 37 回全国大会のご案内 

（第 1 号通信）  

  

会員の皆様には、健やかな新年を迎えられたこととお喜び申し上げます。  

さて、新年早々ではございますが、第 37 回日本ビジネス実務学会全国大会のご案内を申し

上げます。今回の全国大会は中国・四国ブロックでお引き受けし、2018 年 6 月 9 日（土）・10

日（日）の 2 日間、徳島市の徳島文理大学を会場に開催いたします。  

本大会では、「地域・産業界と協働するビジネス実務教育」という統一テーマを掲げました。

本学会は 6 つのブロックがそれぞれに特徴をもって研究活動を行うとともに、全国大会もブロ

ック順に開催されています。中国・四国ブロックでのルールで今回は四国の順番となり、徳島

ではじめて実施されることとなりました。さて、皆様は四国の現状をどのように理解されてい

るでしょうか。人口 391 万人と全国の 3％、全国の総生産（GDP）における四国四県の域内総

生産の割合も 3％程度と大変規模が小さい地域で、過疎化や高齢化に拍車がかかっているのが

現状です。このような地域に位置する徳島では、アーティスト・イン・レジデンス（国際的な

アーティスト招聘活動）から地域おこしにつなげた事例（名西郡神山町による、いわゆる「神

山モデル」）をはじめ、色々な取り組みが行われています。今回は、このような地域における

実践の知に触れるとともに大会テーマを中心とした研究報告や情報交換などを通じ、会員各位

にとって有意義な内容となるように準備を進めております。 

また、徳島といえば、400 年の昔から続く日本を代表する阿波踊りがあります。前回大会で

もご案内いたしましたように、懇親会の後には、阿波おどり会館にお立ち寄りいただき、「夜

のおどり」公演を楽しむことも可能です（20:50 まで）。阿波踊りの魅力を堪能していただくと

ともに日頃の疲れやストレスを癒していただければ幸いです。諸事ご多用とは存じますが、ぜ

ひとも大会日程を今から予定表に書き加えていただければ幸いです。  

まずは第 1号通信としてのご案内とともに、ご参加および発表応募のお願いを申し上げます。  
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日本ビジネス実務学会 第 3７回全国大会の概要 
  

大会統一テーマ：「地域・産業界と協働するビジネス実務教育」  

 

内閣官房による「まち・ひと・しごと創生基本方針 2017」は「地方創生に資する大学改革」

を掲げており、そのなかで、地方大学の振興に関する内容の中核は、地方大学が産官学連携の

下、地域の中核的な産業の振興と専門人材育成等の振興計画に着手し、それが先進的なモデル

である場合、重点支援を行う、というものである。 

国立大学では、重点支援の枠組みにおいて 64％の大学が「地域のニーズに応える人材育成・

研究（地域貢献型）」を選択し、地域の行政や団体などと連携しながら教育研究の実践的な取り

組みを行っている（ちなみに、他の 2 領域は「分野毎の優れた教育研究拠点やネットワークの

形成（特定分野型）」と「世界トップ大学と伍して卓越した教育研究（世界水準型）」となって

いる）。さらに、地（知）の拠点大学による地域創生推進事業（COC+）が実施されるなど、地域

人材育成のための教育改革が推し進められている。 

その結果として、国立大学と地域行政や産業界との連携による教育実践例が数多く報告され

るようになった。その一方で、多くの地方の私立大学は、地元のニーズを踏まえ多くの人材を

地域に輩出してきたものの、地域連携教育プログラムという観点においては、国立大学が先行

している。 

このような現状を踏まえ、今回の大会では、「ビジネス実務教育」における地域協働教育実践

プログラムや地域協働教育カリキュラムについての報告や検討を行う。 

「ビジネス実務教育」の中心をなす「実践の知」を獲得するための教育実践プログラムや教育

カリキュラムを作成するには、地域行政や産業界などにおける現場の人々との協働作業が重要と

考える。しかし、具体的に作業を実施するには、様々な課題もある。そこで、2 日目は、行政や

企業との連携事業の先行事例や地域協働教育カリキュラムなどのテーマ毎に会員同士の情報交

換を含めたワークショップを行う。 

 

学会員の多くが参加されることを期待しております。  

大会実行委員長 

佃 昌道 
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１．大会日程及び会場  

 2018 年 6 月 9 日（土）・ 10 日（日）  

■1 日目：6 月 9 日(土）10:00～17:50【会場：徳島文理大学徳島キャンパス】  

○ 2018 年度総会（10:10～10:50） 

○ 特別講演（11:00～12:10）  

「 （テーマ未定） 」   特定非営利活動法人グリーンバレー理事長 大南 信也 氏 

○ 研究推進ワーキングの報告（13:10～13:40） 

○ 研究発表／ポスターセッション（13:50～17:50）  

○ 懇親会（18:30～20:30）【会場：阿波観光ホテル（JR 徳島駅から徒歩 5 分以内）】  

             （阿波おどり会館へは懇親会場・JR 徳島駅から徒歩 5 分） 

 

■2 日目：6 月 10 日（日）9:00～12:00【会場:同上】  

○ 教育研究サポートセッション（9:10～10:00） 

教育活動や研究活動を進めていくうえで必要なノウハウを中心に演習を行う 

例えば、「ビジネス実務研究力アップ講座：『通る』科研申請書の作成法」 

○ ワークショップ（10:10～11:40）  

行政や企業との連携事業に関する先行事例、地域協働教育カリキュラム、そして、地域

や産業界と協働して実施する課題解決プログラム等について、ワークショップ形式で理

解を深める。 

○ 学会奨励賞発表表彰式（11:40～11:50）  

  

  

２．参加費  

※参加申し込み、振込方法については第 2 号通信でご案内いたします。  

※名誉会員の参加費は不要です。  

 

大会参加費  

正会員  7,000 円 ※当日 8,000 円  

ビジター  4,000 円 ※正会員の紹介が必要です。  

学生会員  2,000 円  

非会員  8,000 円  

懇親会参加費  5,000 円  

昼食代  1,000 円（事前申し込み制）  

  

 

３．研究発表について（申し込み要領）  

(1) 研究発表の内容と形式発表内容は､学会趣意書に記載された研究領域等に則しており､

理論的､実践的に意義深いものとします。発表の種類については､次の 2 つがあります。  

A. 口頭発表  

従来の発表形式のとおりです｡事前に発表要旨を提出し､当日は登壇して発表を行います。  

発表時間については、「発表 20 分プラス質疑応答 10 分｣の計 30 分を制限時間とします。  

発表会場には、ウィンドウズ PC とプロジェクタを用意します。  
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B. ポスター発表  

研究･実践内容をポスターにして会場に掲示し、ポスターセッション時間には､来場者に説

明を行い､発表者と来場者の直接交流を図ります｡気軽に発表できる場であり､ネットワー

クを広げる格好の場ともなります｡とりわけ、若手会員にとっては自己アピールの好機です｡

また､教育者の世代交代の時期となっている昨今､キャリアを積み重ねた会員が次代を担う

若手会員に対し、今まで培った知の技法を伝授する絶好の機会でもあります。事前に発表

要旨を提出し､当日にポスターを持ち込み、提示・発表を行います。  

(2) 研究発表の申し込み 

下記の締切日までに､原則として E メールでお申し込みください｡メールの標題は｢研究

発表申し込み」としてください｡本文には以下の項目を記載してください。  

〔注〕｢ポスター発表｣をお申し込みの場合、⑨は不要です。  

①発表の種類: A.口頭発表 B.ポスター発表  

②氏名（ふりがな）  

③所属  

④発表テーマ  

⑤要旨（400 字程度）  

⑥研究領域（本学会ホームページ参照:｢ビジネス実務の研究対象領域」から選択）  

⑦連絡先（電話番号･Fax 番号･E メールアドレス）  

⑧主発表者と共同発表者全員の所属と氏名(共同研究の場合）  

⑨｢学会奨励賞｣の対象とする審査希望の有無:（｢希望する｣または｢希望しない｣）  

※学会奨励賞の審査を希望する研究発表の中から、学会奨励賞（若干名）を選出します。     

なお、前年度の学会奨励賞受賞者は、今年度は審査対象となりませんのでご注意ください。  

※学会奨励賞へエントリーされた方は第 2 日目の学会奨励賞授賞式に必ずご参加ください。  

申込先アドレス: jsabs20180609@gmail.com  

日本ビジネス実務学会 第 37 回全国大会実行委員会事務局  

  2018 年 2 月 16 日 (金) 24:00 発表申し込み締切り                

発表の申し込みをされた方には、メールで諾否の返信をいたします。口頭発表される方には、

「大会プログラム・研究発表要旨集」の原稿フォーマットをメールに添付してお送りします。

ポスター発表については、「ポスター発表要領」をお送りします。  

※  口頭発表は、会場の都合上 25 件までとさせていただきます。申し込み多数の場合は、要旨

内容に基づき審査することがありますので、予めご了承ください。  

※ ポスター発表は、会場の都合上 20 件までとさせていただきます。申し込み多数の場合は 

要旨内容に基づき審査をすることがありますので、予めご了承ください。  

※ 口頭発表とポスター発表に、同テーマでお申し込みいただくことはできません。  

※ ポスターの掲示は、1 日目の 12:10 から 17:50 までです。また、1 日目のポスターセッ 

ション時間（17:10～17:50）には、必ずご自身のポスターの前で待機ください。希望者は 

2 日目の 10:00 まで掲示が可能です。  

※ お一人で複数の主発表はお受けできません。  

※ 共同研究者は会員であることが条件です。  

※ 申し込み後は、発表テーマ等の大幅な変更はできません。  
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(3) 研究発表の要旨原稿提出  

 

事務局が指示するフォーマットを用いて「大会プログラム・研究発表要旨集」の原稿を作成

し、提出してください。  

  2018 年 4 月 6 日（金）大会プログラム・発表要旨集原稿締切り   

    

４．今後の予定  

 

研究発表の申込み  2 月 16 日（金）締切り  

全国大会第 2 号通信の発送  4 月 6 日（金）を予定  

「大会プログラム・研究発表要旨集」原稿の提出  4 月 6 日（金）締切り  

参加費振込み（参加申込み）  5 月 10 日（木）締切り  

  

５．連絡先  

 

お問い合わせ・ご連絡は、原則として E メールにてお願いいたします。  

  

 実行委員長  

〒761-0194 高松市春日町 960   

高松大学  佃 昌道  

E メール： tusr128＠takamatsu-u.ac.jp  

  

 事務局長  

〒770-8514 徳島市山城町西浜傍示 180   

徳島文理大学短期大学部  堀口 誠信  

E メール： jsabs20180609@gmail.com  
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６．会場までの交通手段        ※第 2 号通信でもご案内いたします。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地 

 

〒770-8514  

徳島市山城町西浜傍示 180 

TEL：088-602-8000（代）  

FAX：088-622-3217  

 

 

交通のご案内 

 

＜JR 徳島駅前への高速バス＞ 

・高松駅前から 所要時間 1 時間 30 分（1 日 12 便）  

・松山駅前から 所要時間 3 時間 20 分（1 日 7 便） 

・高知駅前から 所要時間 2 時間 50 分（1 日 4 便） 

・岡山駅前から 所要時間 2 時間 30 分（1 日 3 便） 

・広島駅前から 所要時間 3 時間 50 分（1 日 2 便） 

・神戸（三宮）駅前から 所要時間 1 時間 50 分（1 日 35 便） 

・神戸空港から 所要時間 2 時間 20 分（1 日 13 便） 

・大阪（梅田）駅前から 所要時間 2 時間 30 分（1 日 65 便） 

・京都駅前から 所要時間 3 時間（1 日 7 便） 

・関西国際空港から 所要時間 2 時間 50 分（1 日 9 便） 

 

・名古屋駅前からの場合、新神戸駅まで新幹線、新神戸駅から JR 徳島駅前まで 

高速バスを利用するルートが経済的かつスピーディです。 

 

＜航空機利用の場合＞ 

・東京（羽田空港）－徳島阿波おどり空港 所要時間 1 時間 10 分 

 ・福岡空港－徳島阿波おどり空港     所要時間 1 時間 10 分 

  （徳島阿波おどり空港から JR 徳島駅前までは、リムジンバス利用で 30 分、440 円。） 
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＜フェリー利用の場合＞ 

・和歌山から 所要時間 2 時間 

 （徳島港［南海フェリー前］から JR 徳島駅前までは、市営バスで 20 分。） 

 

＜JR 徳島駅前からキャンパスへのアクセス＞ 

・市営バス（南部循環左回り・山城町行き）で 10 分。「文理大学前」下車 

 

＜自動車（高速道路）利用の場合＞ 

・大阪・神戸方面から（神戸淡路鳴門自動車道経由）の場合、 

徳島インターチェンジまたは鳴門インターチェンジで下車 

・岡山・高松方面から（高松自動車道経由）の場合、 

徳島インターチェンジまたは鳴門インターチェンジで下車 

・高知・松山方面から（徳島自動車道経由）の場合、 

徳島インターチェンジで下車 

  （徳島インターチェンジからキャンパスまで車で 10 分。鳴門インターチェンジから

は 25 分。） 

 

宿泊施設について 

 

 このたび、第 37 回日本ビジネス実務学会全国大会が徳島文理大学徳島キャンパスで開催

されます。全国各県より参加されます皆様のご便宜を図るために、宿泊の手配を株式会社

JTB 中国四国徳島支店がお手伝いさせていただくこととなりました。正式には第 2 号通信

にてご案内をさしあげますが、事前にご質問等がございましたら、下記の担当者までご連

絡をお願いいたします。 

                    株式会社 JTB 中国四国徳島支店 

                    担当：岸本 悠（Kishimoto Yu） 

770-0831  徳島市寺島本町西 1 丁目-33 

                             第 2 中筋ビル 3 階 

                                        電話：088-623-1237   FAX：088-654-5120   

 

 

■阿波観光ホテル             【住所】徳島市一番町 3-16-3   

【アクセス】JR 徳島駅→徒歩約 2 分    【宿泊料金】9,000 円～ 

 

■アパホテル〈徳島駅前〉    【住所】徳島市一番町 2-21 

【アクセス】JR 徳島駅→徒歩約 3 分      【宿泊料金】9,800 円～ 

 

■ホテルサンルート徳島       【住所】徳島市元町 1-5-1 

【アクセス】JR 徳島駅→徒歩約 1 分      【宿泊料金】10,000 円～ 

 

■ダイワロイネット徳島駅前   【住所】徳島市寺島本町東３丁目８番地 

【アクセス】ＪＲ徳島駅→徒歩約１分     【宿泊料金】10,500 円～ 

 

■ＪＲホテルクレメント徳島   【住所】徳島市寺島本町西１－６１ 

【アクセス】ＪＲ徳島駅正面出口→徒歩約０分   【宿泊料金】11,000 円～ 

 



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ビジネス実務学会  

第 3７回全国大会  

 

 

         ◆ 会 期：2018 年 6 月 9 日（土）・10 日（日） 

         ◆ 会 場：徳島文理大学徳島キャンパス 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【大会事務局】徳島文理大学徳島キャンパス 

【E-mail：jsabs20180609@gmail.com】 

               〒770-8514 徳島市山城町西浜傍示 180 

                   


